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1 . はじめに

学外コンテスト参加により ， 在学生に与える話題性

やインパクト， 工学に対する興味を引き出す効果， 世

間的な話題性の獲得， 高校生などの関心の獲得などの

効果がある ． 熊本大学工学部附属革新ものづくり教育

センターの「ソ ー ラ ーカ ープロジェクト」は， 工学部

の学生のみならず一般の人々や子供達も関心を持ち，

世間的にも注目度の高いソ ー ラ ー カ ーの製作と全国規

模のレース出場により， ものづくりを実践している．

しかし， 本学工学部の事業の一環として行われてい

るこのプ口 、ジェクトは， 大学院生の教務補佐員により

設計・製作・運営がなされており， 将来的には学生サ
ークル等へ移行させることを前提に開始されているた

め， この自主活動への移行ができなかった場合には，

事業の終了とともに継続が不可能になる そこで， こ

れを将来的に継続させるために， 私たち学生の自主活

動に移行する取り組みを行った

2. 背景と目的

熊本大学工学部ソ ー ラ ーカ ープロジェクトは工学部

におけるものづくり活動の啓蒙， 在学生の関心を高め

るなどの目的で平成20年度に立ち上げられている．

しかし， 開始当初より全く経験のない学生を集めて闇

雲に製作を開始しても ， レースに出場できるレベルの

車両を短期間で完成させることは難しいと考えられた

そこで大学院自然科学研究科の各専攻より大学院生を

教務補佐員として雇用して車両の設計・製作を行い，

レース出場の基盤が整った後には， 学生サークル等へ

移行させる方針が立てられた． そして， 立ち上げの翌

年度には当初予定の鈴鹿サー キットにおけるレース参

戦を果たしている． その後も教務補佐員により運営さ

れ， 初回レース参戦の際に挙がった多数の問題点を検

討して車両を再設計し， 完全に作り直した 2 台目の車

両で翌年は順位を上げた．それらの車両を図1に示す．

教務補佐員が 3 台目の車両製作の取り組みを始めた

時期から， 今回の私たちの取り組みを開始した． 学生

による自主運営の試行を行うことで ， ものづくりセン

ターのプロジェクトと学生プロ 、ジェク卜の融合により，

ブ
。

ロジェクトの長期的な継続と， より高いレベノレでの

レース参戦を目標とした プロジェクトの一部を学部

学生が担当しつつ， 将来的には学生のみで運用する計

画とし， その実現のための検討を行った．
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図1 初回と2回目のレース参戦車両

3. 学生自主運営への移行

平成23年度も教務補佐員の大学院生が中心となり

実機の設計・製作を行い， 8月に三重県の鈴鹿サー キ

ットで行なわれた「ソ ー ラ ー カ ーレース鈴鹿」に出場

した． この際に， 本プロジェクトをスタートさせ， 学

生自主運営化のための準備として， ソ ー ラ ー カ ーレー

スに興味を持つ学部学生 5名が参加した． 内訳は筆者

の研究室の卒業研究の 4 年生 3名のほか， アド
、

パイザ
ーの先生と工学部で実施されている理数応援フ

。

ロジェ

クト教員の先生方からの助言により理数学生応援プロ

ジェクトの対象学生の1年生2名が加わった． ただし

これらの学生はレース参戦の車両の製作には関わって

おらず， レースの見学のみの参加で、あった ． しかし，

レースの雰囲気や参加した他大学等の様子から大いに

刺激を受けた． レースの結果は残念ながら本レースで

の車両の故障でリタイアとなったが， この活動を工学

部で盛り上げる意識が高まった．

表1 年間スケジュール

4～7 月 製作およびチュ ーニング. 6月に試走会

8月 鈴鹿におけるレースに出場．

レース結果を踏まえた次期車体の構想

9～ 10 月 模型による検討． 時期車体の基本設計目

学生運営化検討開始

11 月 次期車体の詳細設計． 製作開始．

学生運営化準備

12～ 1 月 車体製作． 学生運営化の一部実施

2 月 学生運営メンバーによる実車設計．

性能および問題点の調査．

3月 学生運営メンバーによる実写設計・製作

問題点の解決 ， 結果の検討．






